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竹中 修 ･景山 節 ･中村 伸 ･浅岡一雄
研究概要
1)高等霊長現のグロビンiB伝子の進化
竹中晃子l)･矧 I憐 肘 )･竹中 修 ,
ヒトでは血校しているaグロビン迫伝子が,マ
レー 半島やスマトラのカニクイザルでは3giJ正校
している例が頻度市く発見された｡不等交叉およ
びiB伝子発現の機構を調べることを目的としカニ
クイザルのaグロビン迫伝子約9Kbの塩韮配列
を決定した｡ヒトに比べ反役配列が数多く挿入さ
れ相同迫伝子問で退伝子変換が起きていることが
明らかになった｡またこの領域にプロセスト退伝
子が発見されたので元の泊伝子を探索中である｡
昨年に引続きインドネシア国スラウェシ (セレ
ベス)砧のマカクを初めとして19種のマカカ属サ
ルについて,進化速度の速いいわゆる偽造伝子.
4･βiB伝子の塩基配列を決定中である.
2)DNAの多型解析による霊長規の父子判定
井上美穂3)･高崎浩幸4)･竹中晃子1)･
竹中 修
ミニサテライトと称されるDNA上の超可変領
域の解析によりニホンザルを初めとする霊長類の
父子判定を行なっている｡霊長類研究所の若桜,
鼠山群ニホンザルについで,寺島の野生群でのオ
スの順位,年令による繁殖状況の違いを明らかに
することを試みている｡現在までのところ高順位
オス逮のみが子供を残しているのではない,メス
は校数のオスとの問に子供を残している,群外の
オスが父規になっている例等が明らかになった｡
チンパンジーの野生群での父子判定の試みを開
始した｡体毛や彼らが吐き出した仏経質食物のシ
ガミカス中の口腔内細胞,糞の表面の腸管枯膜細
胞からDNAを抽山し,PCR法によりDNAの多
型性をしめす部分を卿 昌し解析する方法を考えた｡
試料の保存方法.DNAの抽出条件.高い多型性
を示すDNA領域の検索等を進めている｡
3)ペプシノゲンとペプシンの構造 ･機能 ･進
化
景山 節
ペプシノゲンの退伝子構造とその発現機構に関
する研究を継続した｡ニホンザルの出生後の胃の
発生とペプシノゲンの発現との相関を調べた｡成
体でみられる5成分(A-1からA-4,およびC)の
うち出生直後はA-3成分が優勢であったが,発
生が進むにつれてA-1成分が優勢になった｡発生
段階で退伝子発現の切り坪えが起こっていること
が明らかになった｡
4)定員規の生体防御機構
中村 伸
霊長頬の止血免疫反応を明らかにする目的で以
下の研究を続けている｡
i)凝固系の開始因子 ･組織因子 (TF)に
1)研修員 2)技術補佐員
3)大学院生 4)学振特別研究員
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